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・ESDの情報インフラを整備

・ニュースレター発行

・省庁連絡会議の設置

・円卓会議の設置

ADVOCACY

NETWORK

INFORMATION

・地域ミーティング30箇所で開催

・全国ミーティング

ESD推進の基盤つくり

ESD-JによるESD推進のこれまで

ESD推進のしくみ提言

ESDの実践モデルづくり

INTERNATIONAL

・AGEPP：アジアの事例収集

ESD推進の仕組みづくり

ESD支援のツール開発

つなぐ仕組みとしての

ESDセンター構想具現
化

・アジアESDネットワークによる

提言活動（G8、CBD/COP10、
Rio+20）

・ANNEの立ち上げ
・テキストブックの制作

・コーディネーター 研修開発

・教育委員会との協働による

教員研修

・12年間のESD-Jの経のまとめ

・ESDセンターの設立・普及

・SDGｓへの取組

ESDによるSDGｓと持続
可能な社会の構築進



ESDとは
●持続可能な社会の担い⼿を育てる教育・学習
●つながり教育・学習、関係性教育・学習
●２つの「そうぞうりょく（想像⼒、創造⼒）」を育み、持続可能な未来を
つくる教育・学習
●持続可能性にかかわるあらゆるテーマ、ステークホルダーをつなぐ装置
●持続可能性にかかわる多様な主題（環境や経済、社会、⽂化など）を⼈と
⼈とのつながりや、他地域・世界とのつながりの中で総合的にとらえ、互
いに学びあうプロセスがＥＳＤである。

＝ 広義の環境教育

(環境教育推進法（狭義の環境教育）から同促進法（広義の環境教育）での
環境教育の内容の拡⼤）

©阿部治



≪ESD推進の仕組みをつくる≫
■提⾔9 ESD実践組織へのインセンティブ付与による横展開の促進
■提⾔10 ESD推進のための多様な財源づくり
■提⾔11 地域の多様な主体が参画する「地域ESD協議会」の形成
■提⾔12 広域レベルのESD推進拠点による地域のESD⽀援
■提⾔13 国レベルのマルチステークホルダーによる

「ESDナショナルセンター」の形成

≪地域全体でESDを進める≫
■提⾔１ 地域コミュニティと学校との連携によるESD推進
■提⾔２ ESDコーディネーターの育成、活躍できる場づくり
■提⾔３ 地域全体で“持続可能な地域・社会”のビジョンづくり

≪教育改⾰を進める≫
■提⾔４ 学習指導要領への明記
■提⾔５ 教員養成課程や、教員研修に

ESD研修を導⼊
■提⾔６「持続可能な経済教育」の開発

≪ユースの参画を進める≫
■提⾔７ ⾼等教育機関で、社会課題

に参画するESDを推進
■提⾔８ ユースの参画の保障

地域と市⺠社会からのＥＳＤ推進提⾔

ESD-J（2014）



企業がESDの取り組む利点
• 持続可能な社会をめざす市⺠社会（MSH）の⼀員としての社会的責
任を果たす。（例）CSR、 CSV（共有価値の創造）、国連グローバ
ルコンパクト、ISO26000、SDGｓ

• 顧客や株主を含む社会からの信頼を得る。（例）SRI 、ESG（環
境・社会・ガバナンス）

• 社員のプライドとやる気が向上する。（社員家族も）
• 社員教育の⼀環として有効である。
（例）市⺠との対話・協働等、創発型社員の養成

• 社会の変化に応じた新たなビジネスチャンスを得る。
（例）社会的企業、BOPビジネス、など。

• コンプライアンスを含めて企業や事業活動の持続可能性に貢献する。
（リスク管理）

（出典：阿部（２０１７）「ESDの地域創生力」より）



人的資源
（社会関係資本）

自然資源
（自然資本）

歴史的・文化的
資源（文化資本）

・ 参加/体験（アクティブラーニングによ
る生きる力の醸成）
・ 協働・連携
・ 知恵・文化の再評価

↓
子どもと大人の協働による地域づくり

コミュニティビジネス、その他

持続可能な地域づくりに参画する⼈づくり（ESD)

環境教育/ESDの地域創生力

再評価 再評価

再評価

(阿部,「環境教育から持続可能な開発のための教育へ」、森林技術、856号（2013）、ｐ．7を一部修正)

地域（の活性化）

地域のレジリエンス（回復⼒）の強化

つなぐ化
見える化

（ESDコーディネーター）

ソーシャル・イノベーション



環境教育/ESDは第5次環境基本計画の要
• 第3次・4次環境基本計画では環境教育は重点戦略の⼀つ
• 第4次基本計画の「持続可能な社会を実現するための地域づくり・⼈づくり、基盤整備」はまだ途上
• 第5次（中間取りまとめ）では重点戦略を⽀えるフレームワーク？

第5次基本計画での環境教育/ESDの位置づけの再考が必要！！！
• 第5次基本計画の６つの重点戦略のいずれにおいても環境教育/ESDが必須。たとえば特に・・・・
企業、消費、観光産業、緩和策、地域創⽣、⾼等教育でのESD(HESD)、国際協⼒など

• ESDはSDGｓ推進のエンジン
• SDGｓのローカライズにESDは必須（グローカル⼈材）
• ESDの地域創⽣⼒の活⽤
• ESDはSDGｓと同じく全省庁を串刺しにすることが可能、全省庁を巻き込んだ基本計画の推進に極
めて有効

• 新学習指導要領/教育振興基本計画の⽬⽟の⼀つが「地域に開かれた教育課程」



ESDはSDGｓ推進のエンジン

ESD



ESD活動⽀援センターは「持続可能な社会（循環共⽣型社会）」の要であり、基
本計画の普及・実践の拠点となる ©ESD活動⽀援センター



⽇本がESDを推進する意義
• 持続可能な開発（SD）を提唱したブルンプラント委員会の⽣みの親は
⽇本

• ESDの提案国も⽇本＝最⼤級の国際貢献、⽇本のイニシアティブへの期
待⼤！

• 課題先進国である⽇本が進むべき持続可能な社会に向けた⼈づくりは
ESDにある！

• ⽇本のESDの⼤きな特徴が学校教育のみならずあらゆる場、あらゆるス
テークホルダーによる他国に⾒られない総合的な取組！

• 地域の再⽣・復興、SDGｓにつながるESDは⽇本発の世界モデルとなり、
アジアをはじめとする世界を救うソフト産業に成⻑し、⽇本の国際的プ
レゼンスを⾼める！ ©阿部治


